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生理活性物質/ポリアニリンコンポジットの 
合成と性質 物質・材料 

■ はじめに 

導電性高分子の一つとして知られる「ポリアニリン」は、化

学酸化重合法により簡便に合成が可能である。ポリアニリ

ンは、pH の変化によって色が変化するという性質を持つ。

一方、「アルギン酸」は、生理活性物質の一つであり、藻

類のヌメリの成分として知られる高分子である。本発表に

おいては、この「ポリアニリン」と「アルギン酸」を複合化さ

せ、それを炭化させた。合成した化合物の光学的性質、

物性を検討した 
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Figure 1. SEM image of the composite  
  
  
 

であることが分かった。また、走査電子顕微鏡を用いて表

面構造観察を行ったところ、多孔質な表面構造であること

がわかった。 
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■ 活動内容 

以上を通して、生理活性物質アルギン酸と人工的な

導電性高分子ポリアニリンのコンポジットの作成と

評価を行った。 

１．アルギン酸ポリアニリン複合体の合成 

ポリアニリンを化学酸化重合法で重合させる前に、アル

ギン酸を加え重合させた。得られた化合物を、ろ過、洗浄

し回収した。電子スピン共鳴装置や熱重量分析装置、ま

た走査電子顕微鏡を用いてその性質を検討した。また、

得られた化合物を炭化させそのミクロな表面構造を観察し

た。 
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２．結果および考察 

赤外線吸収スペクトル測定から化合物を同定し、アル

ギン酸とポリアニリンが含まれていることが分かった。複合

体を約1000℃において焼成し炭化させ熱重量分析、示差

熱分析を行った結果、複合体はポリアニリンより熱的安定 
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